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（１）林⽥川 中井・末政地区（国管理区間）

築堤 堰改築（⾚井頭⾸⼯）
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・揖保川本川や⽀川において、⽬標洪⽔を流下させるために必要となる堤防の整備を実施している。
・河川横断⼯作物のうち、流下能⼒が不⾜している箇所について堰改築を実施している。

■河川下水道対策 ながす
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（２）⼭根川
河道拡幅等 護岸整備等

（３）菅野川
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・揖保川本川や⽀川において、⽬標洪⽔を流下させるために必要となる堤防の整備を実施している。
・⽬標洪⽔を安全に流下させるために必要となる護岸の整備を実施している。

■河川下水道対策 ながす
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（４）引原ダム再⽣事業
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・引原ダム再⽣事業として、既設堤体の嵩上げによるダムの洪⽔調節容量を拡⼤するほか、放流設備の新設による放
流能⼒増強により事前放流量の拡⼤が可能になるなど、豪⾬発⽣時の洪⽔調整機能を⼤幅に強化する。

河川整備基本方針規模(1/100)と同規模の洪水
が発生した場合の引原ダム再生事業の効果

■河川下水道対策 ながす

①堤体嵩上げ
④国道付替

④管理用道路付替

②放流設備新設
（コンジットゲート）

⑤管理所移設

③放流設備改造
(クレストゲート)

引原ダム（全景）

引原ダム再生のイメージ



（５）公共下⽔道

⾬⽔幹線等の整備（宍粟市）
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・1/5〜1/10規模の降⾬を対象とした⾬⽔排⽔対策を各市町で実施している。

⾬⽔幹線等の整備（たつの市）

■河川下水道対策 ながす

＜整備状況＞
・道路新設改良事業（幹線排⽔路）：
整備済みL=300m（全体計画L=800m）

・⾬⽔幹線整備事業
整備済みL=146m（全体計画L=330m）



（１）校庭貯留
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⼩堤の設置

県⽴伊和⾼校
貯留量：約1,000m3
（平成30年4⽉供⽤開始）

・揖保川流域においては、伊和⾼校（H30）で⼯事を完了している。

■流域対策 ためる
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（２）ため池

ため池名箇所数年度

土井上池、堂の奥上池2H26

山王池、小河池2H27

H28

蛇谷池1H29

道谷池、高牧上池2H30

R1

宇原池、与泰寺池、高牧下池3R2

小神新池 、湯塚池、湯船池3R3

曽谷池、向池、宮の奥池3R4

■事前放流設備の整備実績

・流域内のため池16箇所についてため池改修に併せた事前放流設備の整備を実施した。
・ため池の事前放流によって⽔位を下げることで、河川の増⽔を低減させる取り組みを実施している。

■事前放流による⽔位低下
宍粟市の取組

たつの市（道⾕池）

■流域対策 ためる

ため池改修に合せた事前放流
設備（洪⽔吐改良型）の整備
（宍粟市）

内容：事前に⽔位を下げること
で洪⽔発⽣を抑制する。

成果：市内ため池64箇所で台⾵
シーズンに呼びかけ

ため池の排⽔⽤切り⽋き

切り⽋き
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（３）⽥んぼダム

面積対象地区年度

83ha宇原等H26

185ha前池等H27

255ha善定等H28

91ha市野保等H29

63ha北山等H30

104ha小犬丸等R1

99ha福栖等R2

63ha下野田自治会等R3

48ha浦部等R4

■⽥んぼダム セキ板配布実績

・流域内の991haの⽥んぼを対象に、セキ板の配布や設置啓発等を⾏い、⽥んぼダムを実施した。
・たつの市揖保川町⾦剛⼭地区において、スマート⽥んぼダム実証実験をR3年に実施した。

■流域対策 ためる

■スマート⽥んぼダム実証実験

⽥んぼダムの実施状況

たつの市 太⼦町
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（４）災害に強い森づくり
・災害に強い森づくりとして、『緊急防災林整備（斜⾯対策）』、『緊急防災林整備（渓流対策）』、『⾥⼭防災林
整備』、『針葉樹林と広葉樹林の混交整備』などを進めている。

■流域対策 ためる

R4R3R2R1H30H29H28H27H26事務所

251205276256232198359375310姫路農林水産事務所

185201315257296437556367407光都農林振興事務所

■災害に強い森づくり整備実績 (ha)

※事務所毎の数値のため、計画地域内の面積とは異なる。

間伐材を利⽤した⼟留⼯
（宍粟市⼀宮町千町地区）

⼈家裏の危険⽊伐採
（宍粟市⼭崎町宇原地区）

⽵林整備
（たつの市揖⻄町構 地区）
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（５）⾬⽔貯留タンク

■助成件数実績
R4R3R2R1H30H29H28H27H26～H25
1931441736325598姫路市

92116115たつの市
132543278太⼦町

・⾬⽔貯留タンク設置にかかる助成制度を導⼊し、⾬⽔貯留タンクの設置を進めている。

■流域対策 ためる

姫路市

太⼦町

たつの市

⾬⽔貯留タンクの設置状況 ⾬⽔貯留タンクにかかる助成制度の告知（太⼦町の事例）
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（１）浸⽔が想定される区域の指定

■CGハザードマップ

■⽔害リスクマップ（浸⽔頻度図）

■まるごとまちごとハザードマップ

■ハザードマップの作成（たつの市の事例）

・流域内の47河川について想定最⼤規模降⾬による洪⽔浸⽔想定区域図を作成・公表している。
・流域内の全ての市町でハザードマップを作成・公表している。
・たつの市と宍粟市ではまるごとまちごとハザードマップの設置を進めている。

■減災対策 そなえる

市役所（たつの市） ⿓野⼩学校（たつの市） 電柱（宍粟市）
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（２）浸⽔による被害の発⽣に係る情報の伝達
・川の防災情報、揖保川ライブカメラ等により河川カメラの映像を提供している。
・道路アンダーパス部の浸⽔リスク情報を公表している。

■減災対策 そなえる

■川の防災情報 ■道路防災情報Webマップ（冠⽔想定箇所）



（３）浸⽔による被害の軽減に関する学習
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■減災対策 そなえる
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（４）防災拠点施設の耐⽔化対策
・たつの市本庁舎、太⼦町庁舎で、建物等の機能の維持に重要な電気設備等を⾼所に設置し、浸⽔被害を軽減する耐
⽔機能を確保した。

受配電設備・⾮常⽤発電設備の⾼所設置

■減災対策 そなえる
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（５）浸⽔による被害からの早期の⽣活の再建

加⼊状況

R4H26市町
8.6%8.8%姫路市
20.3%20.4%宍粟市
20.3%21.3%たつの市
16.1%14.8%太⼦町

・フェニックス共済などへの加⼊促進を図っている。

■減災対策 そなえる


